
AFICAT設立経緯・進捗概要
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◼ 2019年8月
TICAD7において、アフリカビジネス協議会農業WGが提唱。官民連携でア
フリカの農業機械化を促進するものとして立ち上げ。

◼ 2020年4月～2022年2月

・「アフリカ地域先進農業技術の導入促進にかかる先進農業技術の導入促
進に係る基礎情報収集・確認調査」：対象5か国（ケニア、タンザニア、コート
ジボワール、ガーナ、ナイジェリア）で現地調査。AFICAT実施体制、活動内容を
提案。

◼ 2022年2月～2024年2月（現調査）

・「アフリカ地域先進農業技術の導入を通じた農業機械化振興にかかる情
報収集・確認調査」：対象5か国（上記同様）で試行活動を実施中。
・2022年3月～2024年2月 ケニア農業機械アドバイザー派遣

◼ 2024年2月～
・「アフリカ地域先進農業技術の導入を通じた農業機械化展開に係る情報
収集・確認調査」（公示中）を中心とした国内機能 、及び
・先方から要請の出ているAFICAT支援を含む個別専門家や技術協力プロ
ジェクト等を通じた途上国側窓口との協働による海外機能、
の組み合わせにより、AFICATをより強力に、かつ持続性を見据えて推進。
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JICAによるアフリカ農業機械関連支援と
AFICATの位置づけ

食料安全保障

生産性向上 品質向上・付加価値化 労働の軽減

農業機械化による効果

◎資金協力
★無償資金協力
ナイジェリア、ガーナ、コート
ジ、等

★有償資金協力
タンザニアTSL、等

・圃場機械
・収穫後処理機械
・種子生産用機械
・コメ等検査機器

◎技術協力
★技術協力プロジェクト（※）
コートジ、タンザニア、ケニア、エチ
オピア、ガーナ、等
※事業の一部で機械化を支援

★研修（長期／短期）
博士/修士、課題別研修（3件）、等

・政策支援（機械化戦略策定等）
・機械利用（圃場、収穫後処理）
・機械化ビジネスモデル

・人材育成（研究、普及、操作、製造、
維持管理等）

◎民間連携
★AFICAT
★JICA筑波農業共創ハブ
★JICA民連事業
アフリカ×農業機械関連で6
件実施中

・情報共有（本邦製品、アフリ
カ諸国情報等）
・ネットワーク構築
・ビジネス実証支援



現調査による実績と課題（１）



現調査による実績と課題（２）
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代理店候補を発掘中
（サンプル機を提供）

現地情報の提供
現地適合性の実証

現地情報の提供
現地適合性の実証、代理店候補の紹介、JICA民間連携事業に応募

現地情報の提供
現地視察の支援
現地適合性の実証

現地情報の提供
共創ハブに参加

農家向けデモの実施
現地展示会に出展

JICA民間連携事業に参画 新製品の導入 販路拡大
新製品の導入

実証実験

M社M社

AFICATが一定の貢献 ご判断への情報提供 JICA他事業ともリンク



AFICATの今後の進め方（１）
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１．以下の海外での機能は、出来るだけAFICAT Focalと共に実施する形へ
現調査で任命されたAFICAT Focalを中心とした実施体制と共に、現地で
の活動を実施する。
①当該国進出への助言：情報提供、技術的なアドバイス、等
②展示・実証・デモ：実施先の紹介・仲介等
③金融：金融関連情報収集・共有、等
④広報：本邦企業製品・技術の広報

２．以下の国内での機能も、引き続き国内関係者の皆様向けに実施
①サブサハラアフリカの農業・農業機械関連情報の共有
②本邦参画企業情報のサブサハラアフリカ諸国への発信
③人材ネットワーク形成

④本邦企業の皆様への各種助言：重点支援対象国への進出を検討してい
る企業の皆様を、AFICAT Focal、派遣中専門家、長期研修員等へつなぐ。

◼ AFICAT支援対象国
・重点支援対象国：5か国（タンザニア、ケニア、ナイジェリア、ガーナ、
コートジボワール）→上記１．２．とも実施。
・支援対象国：サブサハラアフリカ諸国→主に上記２．を実施。



AFICATの今後の進め方（２）

◼ AFICAT調査チームから、AFICATチームによる実施へ
関係者が増えるため（特に海外）、AFICATチームとして定期的に情報共
有しながら、各種活動を進めていく。

これまで 2024年2月～
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